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 2011 年 3 月 11 日、午後 2 時 46 分、東北地方の太平洋沖でマグニチュード 9.0 の地震が発生
し、気象庁はこれを「2011 年東北地方太平洋沖地震（以下、東日本大震災と略す）」と命名し
た。この地震は、わが国で観測された最大規模の大地震であり、同年 2 月に日本人留学生の犠
牲者を出したニュージーランド地震の規模の約 1 万 1 千倍、また 1995 年の阪神淡路大震災の約
350 倍、さらに 1923 年に 10 万人余の犠牲者をだした関東大震災の約 45 倍のエネルギーを持っ
た大地震であった（1）。 
 震源地は岩手県沖から茨城県沖まで及び、およそ南北 400 キロ、東西 200 キロにわたって破
壊が生じた。観測結果によれば、この地震に伴い東北地方から関東地方の広い範囲にわたって
地殻変動が見られ、また地震による津波が発生し、津波の高さは岩手県大船渡で 11.8 メートル、
釜石で 9.3 メートル、および宮古で 7.3 メートル、宮城県石巻で 7.7 メートル、福島県相馬で
9.0 メートル、並びに青森県八戸で 6.2 メートルを記録した。今回の地震・余震・津波による死
者・行方不明者は 1 万,828 名、また負傷者は 3,760 名に達した（2）。 
 一方、巨大地震と大津波は、福島原子力第一発電所で大きな事故をもたらした。隣接した４
機の原子力発電所（以下、原発と略す）で深刻な事態となり、電源喪失のため原発の冷却に失










 なお、東日本大震災に伴う被害とその対策に追われた浦安市では、松崎秀樹市長が 4 月 10









資料』（清水書院、2011 年 10 月）、11 頁。 
（2）石田瑞穂「2011 年東北地方太平洋沖地震」『現代用語の基礎知識 2012』（自由国民社、2011 年）、
38～39 頁。 











既に述べたように、2011 年 3 月 11 日の 14 時 46 分、宮城県牡鹿半島の東南東沖 130 ㎞の海
底を震源として発生した東北地方太平洋沖地震は、わが国の観測史上最大規模のマグニチュー





た。災害による死亡・行方不明者は、2011 年 9 月 11 日の時点で約２万人、建物の全壊・半壊
は 27 万戸以上、ピーク時の避難者は 40 万人以上、停電世帯は 800 万戸以上、そして断水世帯
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制避難地域」に指定され、周辺一帯の福島県の住民たちは長期の避難を余儀なくされた。 
















かった、として菅政権に対する批判の声を高めた（4）。なお、政府は 4 月 1 日の持ち回り閣議で
今回の地震による震災の名称を「東日本大震災」とすることを了解・発表した（5）。 
＜注＞ 
（1）気象庁（2011年３月 13日）、「平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震について（15報）、http://www. 
jma.go.jp//jma/press/1103/13b/201103131255.html.プレスリリース 2011 年 10 月 5 日閲覧。 
（2）平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震津波波の概要（第 3 報）、http://www.jwa.or.jp/static/topics/ 
20110422/tsunamigaiyou3.pdf.日本気象協会（2011 年）、2011 年 10 月 5 日閲覧。 
（3）月例経済報告等に関する関係閣僚会議 震災対応特別会合資料、http://www5.cao.go.jp/keizai3/ 
getsurei-s/1103.pdf.内閣府（2011 年）、2011 年 10 月 5 日閲覧。 
（4）「異例・姿見せぬ菅首相、関係者から不満の声」〔http://www,yomiuri.co.jo/politics/news/20110323-
ＯＹＴＴ00910.htm〕.読売新聞（2011 年 3 月 23 日）2011 年 10 月 7 日閲覧、「首相こもりがち 原
発対応専念 周囲から不満」『日本経済新聞』2011 年 3 月 26 日。東日本大震災に対する政府の対応
および日米関係については、藤本一美・末次俊之「東日本大震災後の日米関係と“米国連邦緊急事
態庁”」『政治学の諸問題Ⅷ』専大法学研究所（2012 年 2 月）を参照されたい。 
（5）震災の呼称 閣議で「東日本大震災」に http://www.yomiuri.co.jp/natinal/news/20110401-oytit00701. 
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3 月 17 日の段階で判明した千葉県内各地における被害状況は、以下の通りであった。 
＊死者 16 人（旭市 12 人、野田、習志野、山武、八千代市各 1 名）。 
＊行方不明 3 人（全員旭市） 
＊負傷者 173 名（重傷 7 人、軽症 166 人） 
＊建物全壊 349 戸 
＊半壊 230 戸 
＊床上浸水 219 戸 
＊床下浸水 21 戸 
＊県内避難所（9 カ所、合計 723 人） 
・松戸市 3 カ所 8 人、松戸市 1 カ所 9 人、安孫子市 2 カ所 33 人、香取市 1 カ所 109 人、銚子
市 1 カ所 23 人、旭市 4 カ所 537 人、山武市 1 カ所 4 人（1）。 
一方、浦安市では、市域の約四分の三を占める埋め立て地のほぼ全域で液状化現象による被
害が発生、世帯数で約 7 万 2 千世帯のうち半数以上に当たる約３万 7 千世帯が被災した。電気
は全面復旧したものの、ガス不通は当初約 8,600 世帯でその後約 1,400 世帯に半減、断水は地
震直後が約 3 万 3 千世帯でその後 1 千世帯までに縮小された。ただ、下水道は長期の使用が不
可能となり、約 7,500 世帯がトイレを使用できず、市当局は多数の仮設トイレを設けた。今回
の震災で浦安市は、道路や橋梁、公園、下水といった都市基盤の被害総額が約 734 億円に上り、
これは市の一般会計 623 億円（2011 年当初予算）を超える規模となった（2）。 
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＜注＞ 
（1）「震災 1 週間の動き」『読売新聞』2011 年 3 月 18 日。 
（2）「憧れの街を取り戻す－松崎秀樹浦安市長の告白」『NIKKI BUSINESS』、2011 年 4 月 11 日、84～85
頁。 





















こった。3 月 21 日時点で、市内の水道断水が約 4,000 戸、下水道使用制限が約 11,900 世帯、都
市ガス供給停止が約 5,800 件に達した。先に述べたように、被害額は 734 億円と推計され、3
月 24 日、千葉県は浦安市に災害救助法を適用した（1）。 
 浦安市は約四分の三の地域が、震災の影響で液状化被害を受け、戦後埋め立てられた土地は
あちこちで波打ち、ネズミ色の砂泥が噴出した。特に被害が大きかったのは、主として昭和 40
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舞い、マスクが住民の必需品となった（2）。 
 浦安市によれば、市内の幹線道路上の泥土は 3 月 21 日までにほぼ撤去され、残っていたのは
住宅地の生活道路周辺だけとなった。しかし、各所の集積所で回収した泥土処理は、現在もめ















（1）「液状化の浦安“三重苦”」『読売新聞』、2011 年 3 月 22 日。 
（2）「復旧遅れる浦安 液状化 泥との戦い」『産経新聞』、2011 年 3 月 25 日。 
（3）「千葉 湾岸部の液状化被害 地盤強化 全体像見えず」『毎日新聞』、2011 年 4 月 10 日(夕)。 
（4）五十嵐太郎「東日本大震災がもたらした建築と街の風景」『現代用語の基礎知識 ２０１２』（自由









－ 78 － 
図②「これまでの経緯」（2） 
日時 主な活動など 
3 月 11 日 ＜午後 2 時 46 分＞東北地方太平洋沖地震発生 
 ＜午後 3 時 50 分＞災害対策本部設置 















14 日 ・東京電力に対して抗議表明 
 ・＜午後 1 時＞被害状況について市長緊急記者会見 
15 日 ・東京電力が市からの訴えを受け浦安市を計画停電実施対象から除外 
16 日 ・自治会連合会への説明を実施 
17 日 ・広報うらやす号外発行（震災） 
 ・東京電力が浦安市全域を計画停電対象地域へ再編入 
 ・＜午後 2 時 44 分～7 時 10 分ころ＞浦安市で初めて計画停電実施される 
18 日 ・資源エネルギー庁官に対し、計画停電エリアからの除外を要請 
 ・＜午後 7 時 10 分～8 時 40 分ころ＞浦安市で 2 回目の計画停電実施される 
19 日 ・市災害対策本部の要請を受け、市内のホテルなどで入浴など特別支援を開始 
 ・市ホームペイジの緊急災害ペイジの情報をカテゴリー別に整理し公開 
 ・市ホームペイジへのアクセス集中による混雑緩和の応急対策として日本 IBM 株
式会社の協力によりミラーサイトを開設 
20 日 ・U センターでの入浴支援サービス開始 
21 日 ・総務大臣へ千葉県議会議員選挙の浦安市での執行延期を要請（21 日、22 日、23
日、26 日に 2 回計 5 回要請） 
 ・千葉県選挙管理委員会へ千葉県議会議員選挙の浦安市での執行延期を要請（21
日～24 日、26 日に 2 回計 6 回要請） 
23 日 ・＜午後 7 時ころ～8 時 30 分ころ＞浦安市で計画停電実施される 
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24 日 ・浦安市が災害救助法の適用を受ける（3 月 11 日にさかのぼって適用） 
 ・自衛隊が浦安市での活動を終了 









30 日 ・京葉ガス株式会社が応急復旧工事完成 
31 日 ・建築物の応急危険度判定調査完了 
4 月 6 日 ・千葉県水道局が応急復旧工事完了 
 
 
 こうした状況を経て、浦安市議会では 6 月 8 日～7 月 4 日まで第二回定例会が開かれた。6
月 20 日から 23 日までの 4 日間は、議会で震災復興などについて一般質問がなされ、活発な論
議が展開されたので、その一部を紹介しておく。 























 浦安市議会の定例会での市長や総務部長などの答弁を受けて、市当局では、平成 24 年度予算
に反映させるため液状化のメカニズムの究明と対策として、7 月 22 日、「液状化対策技術検討
委員会」を設置し、活動を開始した。同委員会は、年内に検討の取りまとめを行なう予定であ
る。また、委員会の検討状況を今後策定される復興計画に反映させるために、市庁舎内に「浦
安市液状化対策技術検討タスクフォース」を 7 月 11 日付けで設置した（4）。 
 これと併せて、9 月 1 日に「ふるさと復興市民会議」がスタートした。これは 378 の団体が
参加している「浦安市ふるさとづくり推進協議会」が母体で、市の復興と再生に向けて、市民
として何ができるのかを市民の意見をとりまとめるものであり、復興計画を策定する上で参考
にするという。開催期間は、9 月上句～平成 24 年 3 月末を予定、月 1～2 回の割合で開催する
計画である（5）。 
 浦安市ではまた、原発事故に伴う放射線に対応すべく、独自の放射線対策を実施してきた。














討したい。以下では、『浦安住宅管理組合連合会報』（第 41 号、2011 年 10 月 28 日）の「大地





























 平成 18 年に自治会、管理組合が協議のうえ、自主防災組織を結成して以来、防災・防犯活動
に取り組んできた。今回、地震発生直後に『今川団地災害対策本部』を立ち上げ、その傘下に
管理組合、自治会が入る形で、三者一体となって活動した。翌日から大型テントを設営し、ラ
イフラインが全戸完全に復活した 4 月 13 日まで活動を継続した。以下は活動の概要である。 
























 ②トイレ難民を出さないように、4,000 名の住民に一日 10 リットル、復旧期間を 10 日と決
め、40 万リットルを調達した。 
 ・雨水槽（6 槽）24 万リットルのうち、半分の 12 万リットルを使用。この件で消防署が忠告
に来たが無視（消防法違反とのこと）。 
 ・敷地内の 150 ミリの給水管破裂により、天の恵みの水として 20 万リットル使用。 
 ・県水の復旧で問題のない棟の受水槽から 8 万リットルを住民に配水。 
 ・以上計 40 万リットルを調達。 
 ③10 日目に全棟で給水開始。 
 ④敷地内給水管（鉄管）の不具合を新素材に交換。 
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 ⑤３日目より住民に呼びかけ、液状化の泥出し（約 80 トン）。 





 ⑩敷地内のマンホールを含めた排水枡（521 カ所）の泥出し約 20 トン。 
 ⑪上記 521 カ所のうち、ホール内の横引きパイプの高圧洗浄（90 カ所） 
  以上で当面の不具合対応を完了させた。 
＊ベイシティ新浦安 
 管理組合と自治会が協議のうえ、緊急対策本部を最初に設置した。対策本部長は管理組合理
事長とし、部員は管理組合と自治会を合わせて約 15 名であった。 
 上下道は地震直後より断水となったため、地震翌日午後 5 時頃より給水タンクの飲料水を提
供した。また、地震発生 2 日後の午後からは下水道の使用も制限されたため、簡易トイレの配














（1）「被災者支援制度の紹介」『広報 うらやす』、特集号（2011 年 4 月 12 日）。 
（2）『広報 うらやす』特集号（2011 年 4 月 12 日)、7 頁。 
（3）『うらやす 議会だより』No.137（2011 年 8 月 15 日）、2 頁。 
（4）「震災からの復興～絆 未来の向かって/浦安市」（http://www.city,urayasu.lg.jp/item26517.html）12
月 15 日閲覧。 
（5）浦安市長 松崎秀樹「市民の皆さんへ 復興への取り組みの現状と今後の予定」『広報 うらやす』
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（特集号、震災復興）、（2011 年 9 月 20 日）、1 頁。 
（6)「放射線対策」『広報 うらやす』No.942（2011 年 11 月 15 日)、1 頁。 
（7）詳細は、『広報 うらやす』（特集号、被災者支援、（2011 年 4 月 12 日）、『広報 うらやす』No.932
（2011 年 6 月 15 日)、および『広報 うらやす』（特集号、被災者支援②）、（2011 年 7 月 15 日）を
参照されたい。市によれば、11 月現在、県や市の住宅支援制度を申請した世帯数は県の分が対象の
4.1％、市の分も 5％にとどまっている（「地盤強化全体像見えず、千葉・湾岸部の液状化被害」『毎
日新聞』、2011 年 11 月 12 日〔夕〕）。 



















浦安市では、4 月 10 日投開票予定の県議選の浦安市選挙区（定数 2）における投開票事務（法
定受託事務）を松崎秀樹市長が拒否するという事態にまで発展した。 






安市選出の県議は欠員状態で再選挙待ちとなった。ちなみに、県議の再選挙は 5 月 22 日まで延
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長された（2）。 

















 このような浦安市の方針に対して、千葉県選管は 30 日、「投票予定施設のうち全面的な立ち
入り禁止はなく、一部は使用を再開しているし、代替施設での投票も可能。選挙事務従事者が
不足するなら、県や他市町村の応援で対応する」といった見解を発表した。また、片山総務大
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 こうした事態に直面した松崎市長は、雑誌や新聞などのインタビューに答えて以下のように
告白して訴えている。 





















（1）新井誠「3.11 大震災と選挙」『法学セミナー』No.683（2011 年 12 月)、43 頁。 
（2）「東日本大震災と統一地方選挙」『Voters』〔創刊号〕（2011 年 6 月 20 日）、25～26 頁。 
（3）以上、「市民不在で統一選挙？」『広報 うらやす』（号外、統一地方選挙）、（2011 年 3 月 26 日）。
1 頁。 
（4）前掲、「東日本大震災と統一地方選挙」、25 頁。 
（5）「統一地方選をめぐる市の動き」『広報 うらやす』〔号外〕（2011 年４月 14 日）、２頁。 
（6）「渦中の人、松崎秀樹浦安市長の告白 憧れの街を取り戻す」『NIKKI BUSINESS』、2011 年 4 月 11
日、85 頁。 
（7）「県内被災地 トップに聞く①」『千葉日報』、2011 年 3 月 29 日。 
 






















































（1）「「新・高級住宅街」浦安 液状化のあとで」『週刊現代』2011 年 4 月 14 日号、156～158 頁、千葉
県によれば、浦安市の人口は 4 月に 300 人減など 9 月まで 3 ケタ減が続き、10 月末現在では昨年末
より 1,145 人減った「地盤強化 全体像見えず 千葉。湾岸部の液状化被害」『毎日新聞』、2011 年
12 月 10 日（夕）。 
（2）レオ・ボスナー「米国 FEMA の教訓と日本」『神奈川大学法学所紀要』第 42 号（2012 年１月）、111
頁。 
（3）11 月 24 日、浦安市では、復興計画策定に向けて学識経験者から意見を聞く「市復興計画委員会」
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資料「3･11 震災緊急アンケート集計結果」（実施：平成 23 年 8 月夏祭り時） 
 
＊「面談によるアンケート（60 数名から）」 
①3･11 震災時、どこにいましたか 我が家 54％、市内 26％ 市外 20％ 
②あなたや家族の方は無事でしたか       無事 100％ 
③安否確認ステッカーの利用しましたか     「無事」のステッカーを貼出し 70％、使用なし 29％ 
④自宅家具の被害はありましたか        家具固定で転倒なし 76％、転倒 14％、破損 10％ 
⑤職場や出先から徒歩で帰宅しましたか     徒歩帰宅なし 66％、市内より 15％、都内より 19％ 
⑥液状化現象の知識はありましたか       知っていた 45％、知らない 26％、初体験 29％ 
⑦トイレ用として噴水プールの水の利用     利用した 65％、風呂水利用 21％、しない 14％ 
⑧復旧時のボランティアに参加しましたか    G デー以外に参加 47％、G デーのみ参加 29％、都合で
不参加 24％ 
⑨防災隊の応急処理活動について        良かった 95％、普通５％ 
⑩震災速報版や号外の各戸投函について     良かった 94％、参考になった 6％ 
⑪他団地と比べ応急措置や復旧について     早い 90％、普通 10％ 




・トイレが使えなかったこと  ・水の確保が大変だった   ・電話がつながらない 
・洗濯が出来なかったこと   ・精神的に不安       ・上水水道の断水    ・安否確認 
<感じたこと> 
・水の大切さを知った     ・協力することを知った   ・近所付き合いが大事 
・日頃の備えを知った     ・独居のため避難した 
<助かったことや感謝の気持ち> 
・防災隊活動に感謝      ・水道復旧応援に感謝    ・号外・速報に感謝 
・自治会活動の充実に感謝   ・素早いスタッフ応対に感謝 ・活動を見て長く住みたい 
 
  （出典：『こみゅうにてぃー』〔入船西エステート マンスリーレポ－ト 平成 23 年 12 月〕） 
 
（2011 年 12 月 20 日、脱稿） 
